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■給湯熱源システム

給湯熱源をホットウォーターヒートポンプに更新、
貯湯量センサ採用で計装もシンプルに。

❶経年劣化した給湯チラーを最新機種に ｠｠
　更新し、安定給湯を図る
❷既設の貯湯槽を流用することで
　機器コストや工事の手間を軽減
❸貯湯槽内の水量・水温を
　一括管理できる「貯湯量センサ」を導入

Point

お客様の声 提案者の声

　大阪市内の救急指定病院として1978年に発足し、グループ内に透析
専門病院も擁する社会医療法人明生会様。地域社会へのさらなる貢献の
ため、2004年1月、透析患者を含む要介護者向けの老健施設として「桜
の宮苑」様を開設、デイケアを含めた福祉サービスを提供しています（同
じ館内にサービス付き高齢者向け住宅も併設）。
　同施設では開設以来、三菱電機製の給湯チラー３台を使用していまし
たが、経年劣化で冬場の浴槽昇温が不足しがちに。そのため、2021年5
月に一般・浴室系統の給湯機をホットウォーターヒートポンプに更新。次
いで2022年5月には、厨房系統も同様に更新に踏み切りました。更新コ
スト軽減のため貯湯槽3基は継続使用する一方、水量・水温を一括管理
できる貯湯量センサを導入し、シンプルな計装を実現しています。

　老健施設の給湯設備には、省エネ性や安全性など、期待する特性
がいくつかありますが、中でも私たちが重視するのは「望む温度のお
湯が安定して供給される」という点です。給湯更新前は、冬場に浴
槽の温度があまり上がらず、シャワーで済ますようなこともありまし
た。このため一般・浴室系統の2台を更新したのですが、工事の途中
でスタッフから「厨房も」という要望があり、厨房系統も更新すること
になりました。
　浴室や厨房の給湯は、空調と同様、高齢者福祉施設のサービスに
不可欠の設備なので、毎月の設備点検の際に故障を予見し、不具合
が起きる前にメンテナンスできる仕組みがあるといいですね。

　更新に際しては、お客様の負担を少しでも減ら
せるよう、工事費をトータルで軽減するための工
夫をしました。全ての設備を更新するのではなく、
貯湯槽などまだ使える設備を活かしたのもその一
環です。3基のタンクを入れ替えるとなると、それ
なりにコストが嵩みます。
　また、水温と水位を測る貯湯量センサを導入し
てシンプルな計装システムとすることで、更新後は
貯湯制御盤が不要になり、設計施工の手間を軽
減することができました。

「安定してお湯が使えること」を
最も重視しています。

更新コストの軽減と、
シンプルな計装を追求しました。
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●給湯用熱源機　ホットウォーターヒートポンプ CAHV-P500AK2-H×3
●貯　湯　槽　12㎥×2、8㎥×1、貯湯量センサ Q-4S 組込み

▲貯湯槽は3基。手前の12㎥×2基が一般・浴室
系統、奥の8㎥×1基が厨房系統

▲脱衣所にある洗面台
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▲一般浴槽のほか、リフト浴槽などがある2階の入所者用浴室。洗い場は手すり付き。このほかに一人用浴槽や特別浴槽もある。
デイケア用の浴室は1階にあり、毎日9時～１4時に使用

▲厨房系統のホットウォーターヒートポンプ
（2022年更新）

▲食器洗浄機などがある厨房は独立
系統で給湯。厨房の使用時間は毎
日おおよそ6時～19時

▲お茶やスープ等の保温器。周囲の
ジャケットにお湯を入れて保温す
るので煮詰まらないのが利点

施設概要

建物竣工
熱源更新
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（1階～ 4階）介護老人保健施設定員150名
（5階）サービス付き高齢者向け住宅20室
2003年12月
第一次（一般・浴室系統2台）2021年５月　
第二次（厨房系統1台）2022年５月
株式会社きんでん大阪支社
株式会社きんでん大阪支社
三菱電機住環境システムズ株式会社 関西支社
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▲更新前の既設チラー（厨房系統）
   三菱電機製CAH-P500CQ-H×1台

水量・水温の一括管理が可能な
貯湯量センサ（Q-4S）を採用
これにより、従来必要だった「電極
棒」や「貯湯制御盤」が不要になり
ました。

▲給湯リモコンは動力制御盤に格納

NEW

▲一般・浴室系統のホットウォーターヒートポンプ2台は背面合わせで設置（2021年更新）

※推奨貯湯槽はベルテクノ社製

ホットウォーターヒートポンプ導入事例




